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   結晶学や結晶塑性学などの材料工学で培われた
評価・解析・制御法を、生体組織ならびにそれを代
替もしくは誘導する生体材料の構造・機能特性の解
明に適用し、生体物性の評価、生体組織再生技術
の開発、生体材料の創製を目指した研究を行って
います。とりわけ生体組織に特徴的な階層ごとの異
方性配列・構造に注目し、生体内を含む特殊環境
下でさえも高機能発現を可能とする材料を創製する
ための “異方性の材料科学” ともいうべき新たな
ジャンルの学問体系を築くことを目的としています。 

 【異方性の評価・解析】  
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六方晶系生体アパタイト 
（結晶学的異方性） 

【組織形成・配向化制御材料設計】 
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【配向化メカニズムの解明】 

アパタイト配向性 
（微細構造（配列）の異方性） 
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URL: http://www.mat.eng.osaka-u.ac.jp/msp6/nakano/ 


